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１．はじめに

同名論文その１で述べたように、建築物の設計は弾性

応答地震力をＲファクターで除した地震力を設計用地震

力として用いている。この設計地震力で設計された建築

物は一部の部材が降伏に達しており、大地震時にはさら

に部材の塑性化が進み、変形の増大とともに耐力も上昇

し、最後は降伏（終局）耐力に到達することがわかって

いる。本報では、フィリピンの耐震設計基準（以後、

NSCP2010 と呼ぶ）１）で定義されているオーバーストレン

グスファクター（Ω0; Over Strength Factor）について設計

事例を通して考察を行う。

２．オーバーストレングスファクター（Ω0）の定義

フィリピンの耐震設計基準は、アメリカの耐震設計基

準を準用しており、オーバーストレングスファクター

（以後、Ω0 ファクターと呼ぶ）の考え方が図１２）に紹介

されている。この図からΩ0 ファクターは、建築物が降伏

強度 Vy と設計耐力 Vs の比（Vy/Vs）で表現されている。

NSCP2010 に規定されている鉄筋コンクリート-モーメン

トフレーム構造の３種類（Special, Intermediate, Ordinary）

のΩ0 ファクターの上限値はいずれも 2.8 である。Ω0ファ

クターのさらに詳細な説明が、図２２）に述べられており、

公称材料強度レベルによる最初の部材の降伏（ΩD:Design

Overstrength）、公称材料強度と実材料強度の差（Ω

M:Material Overstrength）および架構（システム）全体の部

材の降伏（ΩS:System Overstrength）から構成される。

実際の設計では上階に壁があり、その下階が柱で構成

されているような上下方向に不連続な構造を支持する柱

部材の設計などに適用され(その６参照)、そのような特殊

な場合を除いて一般にはΩ0 ファクターを用いることはな

く設計者は、日本の耐震設計で行われている建物全体の

降伏（終局）強度を検証しなくてよいとされている。

しかしながら日本の保有耐力設計法との比較を行う上

ではフィリピンで設計された建物のΩ0 ファクター、すな

わち建物全体の降伏（終局）耐力を考察することは必要

不可欠である。

図１ 塑性荷重―変形曲線２）

図２ オーバーストレングスに影響する係数２）

３．設計例による保有水平耐力比
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ここでは、フィリピンで設計された建物について、日

本で多用されている漸増載荷解析(Pushover Analysis)を行

い、建物の降伏（終局）耐力を検討するとともに、

NSCP2010 で規定されているΩ0 ファクターを検証するた

めに、保有水平耐力比（＝建物の保有（終局）耐力/フィ

リピンでの設計地震力）を定義し、設計事例によって検

討する。検討した建物は、同名論文その１で記述した建

物であるので詳細な諸元は割愛する。

図３は建物の各階のせん断力―水平部材角関係図を示

す。同図には、１階の設計地震力時のせん断力（Q=4642

KN, せん断力係数：C0=0.155）および、１階の保有水平

耐力（Q=5986 kN）が併記されている。 また、図４は設

計地震力時（C0=0.155）、図５は保有耐力時（水平部材角

R=1/50）の塑性ヒンジ発生図をそれぞれ示す。

こ れ ら に よ る と 、 保 有 水 平 耐 力 比 は 、 約 1.3

(=5986/4642)となり、設計地震力時では、３階床梁の 1 か

所に曲げ塑性ヒンジが発生しほぼ NSP2010 の定義に合致

しており、保有耐力時では１～４階の全梁に曲げ塑性ヒ

ンジができている。保有耐力比は本例題の場合、Ω0 ファ

クター2.8 に比べてかなり低い値となっている。

図３ 建物のせん断力―変形角関係図

４．まとめ

本論文では、フィリピンで設計された建物事例につい

図４ 設計地震力時（C0=0.155）のヒンジ図

図５ 保有耐力時のヒンジ図

て Pushover 解析を行って保有水平耐力比を求め、

NSCP2010 に規定されているオーバーストレングスファク

ター（Ω0）と比較した。Ω0 ファクターはいろいろな要素

によって影響を受けることから定量的な把握には今後の

詳細な検討が必要である。
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